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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年4月22日(2021.4.22)

【公開番号】特開2019-175852(P2019-175852A)
【公開日】令和1年10月10日(2019.10.10)
【年通号数】公開・登録公報2019-041
【出願番号】特願2019-81128(P2019-81128)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/587    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  32/21     (2017.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/587    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/36     　　　Ｄ
   Ｃ０１Ｂ   32/21     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月10日(2021.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロー式粒子解析計で求められる、円形度の低い側からの累積頻度が９０個数％におけ
る円形度（Ｕｐｐｅｒ値）と円形度の低い側からの累積頻度が１０個数％における円形度
（Ｌｏｗｅｒ値）との差（Ｕｐｐｅｒ値－Ｌｏｗｅｒ値）である円形度の標準偏差が、０
．０５～０．１である黒鉛質粒子を含み、
　前記黒鉛質粒子についての前記累積頻度が１０個数％における円形度が、０．７～０．
９であり、
　前記黒鉛質粒子に対して５３２ｎｍのレーザー光を照射したときのラマンスペクトルに
おける１５８０ｃｍ－１～１６２０ｃｍ－１の範囲にあるピーク強度ＩＧに対する１３０
０ｃｍ－１～１４００ｃｍ－１の範囲にあるピーク強度ＩＤの比であるラマンＲ値（ＩＤ
／ＩＧ）が、０．１０～０．６０であるリチウムイオン二次電池用負極材。
【請求項２】
　前記黒鉛質粒子の平均粒子径が、２μｍ～３０μｍである請求項１に記載のリチウムイ
オン二次電池用負極材。
【請求項３】
　非晶質炭素粒子をさらに含み、前記黒鉛質粒子及び前記非晶質炭素粒子の混合粒子につ
いてのフロー式粒子解析計で求められる円形度の低い側からの累積頻度が９０個数％にお
ける円形度（Ｕｐｐｅｒ値）と円形度の低い側からの累積頻度が１０個数％における円形
度（Ｌｏｗｅｒ値）との差（Ｕｐｐｅｒ値－Ｌｏｗｅｒ値）である円形度の標準偏差が、
０．０５～０．１である請求項１又は請求項２に記載のリチウムイオン二次電池用負極材
。
【請求項４】
　前記非晶質炭素粒子の含有率が、１質量％～３０質量％である請求項３に記載のリチウ
ムイオン二次電池用負極材。
【請求項５】
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　集電体と、
　前記集電体の表面に配置され、請求項１～請求項４のいずれか１項に記載のリチウムイ
オン二次電池用負極材を含む負極合剤層と、
を有するリチウムイオン二次電池用負極。
【請求項６】
　請求項５に記載のリチウムイオン二次電池用負極を備えるリチウムイオン二次電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
（実施例２～７及び比較例１）
　分級条件を変更した以外は、実施例１と同様に負極活物質を作製した。得られた負極活
物質の特定範囲における円形度の標準偏差（標準偏差）、累積頻度が１０個数％における
円形度（１０個数％円形度）、平均粒子径、ラマンＲ値（Ｒ値）及びＢＥＴ比表面積（Ｂ
ＥＴ）を表１に示す。また、得られた負極活物質について、実施例１と同様に、電池特性
（初期充放電効率）及びパルス充電特性を評価した。その結果を表１に示す。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
【表１】
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